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FIRE SERVICE ACTIVITY 

令
和
３
年
９
月
４
日
（
土
）
、
北
上

市
及
び
西
和
賀
町
で
令
和
３
年
度

岩
手
県
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
岩
手
県
内
の
市
町

村
が
持
ち
回
り
で
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
東
日
本
大
震
災
津
波
や
、
大

規
模
な
自
然
災
害
の
教
訓
か
ら
、

「
自
助
」
、「
共
助
」
、「
公
助
」
の
災

害
対
応
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏

ま
え
、
住
民
や
医
療
機
関
関
係
者
の

参
加
を
見
送
り
、
防
災
に
関
わ
る
関

係
機
関
と
「
公
助
」
機
能
の
維
持
に

必
要
な
連
携
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
「
公
助
」
機
能
を

維
持
す
る
た
め
、
岩
手
県
、
北
上
市
、

西
和
賀
町
、
北
上
地
区
消
防
組
合
の

主
催
に
よ
り
、
岩
手
県
警
察
、
海
上

保
安
庁
及
び
陸
上
自
衛
隊
な
ど
の

防
災
関
係
機
関
も
参
加
し
、
災
害
対

応
上
必
須
と
な
る
災
害
対
策
本
部

設
置
・
運
営
訓
練
、
土
砂
災
害
に
お

け
る
救
出
救
助
訓
練
、
応
急
救
護
所

設
置
・
運
営
訓
練
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
避
難

所
開
設
・
運
営
訓
練
等
を
実
施
し
ま

し
た
。 

安
全
・
安
心
な
北
上
市
・
西
和
賀

町
を
目
指
し
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
訓
練
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

  



間
も
な
く
寒
く
な
り
、
暖
房
の
必
要
な
季

節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ご
家
庭
の
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
を
使
用
し
て
給
油
す
る
際
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 
           

こ
れ
ら
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
か
ら
の
油
流
出
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
ま
た
、
大
雪
が
降
っ
た
あ
と
に
屋
根
か
ら

の
落
雪
や
除
雪
の
際
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
本
体

や
油
の
配
管
な
ど
が
破
損
し
油
漏
れ
に
つ

な
が
る
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

油
が
道
路
や
河
川
に 

流
出
し
て
し
ま
う
と
、 

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
や
吸 

着
マ
ッ
ト
な
ど
の
処
理 

や
地
下
浸
透
し
た
土
砂 

の
掘
り
起
こ
し
産
廃
処 

分
が
必
要
に
な
り
ま
す 

の
で
、
油
を
取
り
扱
う
際
は
、
十
分
に
注
意

し
て
下
さ
い
。 

 

オイルフェンス設置状況  

▼
注
意
ポ
イ
ン
ト 

① 

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
小
分
け
中
は

絶
対
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。 

② 

給
油
後
は
バ
ル
ブ
を
し
っ
か
り
閉
め

た
こ
と
を
確
認
す
る
。 

③ 

配
管
な
ど
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か

確
認
す
る
。 

④ 

万
が
一
に
備
え
、
防
油
堤 

を
設
け
る
。 

 

 

 
 

 

 
 

   

         

          

     

11

月
９
日
か
ら

11

月

15

日
ま
で
実
施
し
ま
す
！ 

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
っ
て
い
ま

す
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
プ
ラ
グ
の
隙
間
に
た
ま
っ
た
ホ
コ
リ
が
水
滴
や
湿
気

を
含
み
、
プ
ラ
グ
の
差
し
刃
と
差
し
刃
の
間
に
電
気
が
通
り
、
炎

が
吹
き
出
し
ま
す
。 

「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
」
は
プ
ラ
グ
状
態
の
確
認
や
掃
除
な
ど

で
予
防
で
き
る
火
災
で
す
。
写
真
の
左
側
に
確
認
項
目
が
あ
り
ま

す
の
で
、
家
中
の
コ
ン
セ
ン
ト
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。 

こんな状態は要注意！ 

プラグからは大きな炎が出ます！ 

☐ 

プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
間
に
ホ
コ
リ
は
な
い
か
。 

☐ 

プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
と
の
間
に
隙
間
は
な
い
か
。 

☐ 

差
し
込
ま
れ
た
プ
ラ
グ
の
が
た
つ
き
は
な
い
か
。 

☐ 

プ
ラ
グ
や
コ
ン
セ
ン
ト
の
変
形
・
破
損
は
な
い
か
。 

確
認
し
た
ら
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

 

例
年
、
北
上
地
区
消
防
組
合
管
内
で
は
冬
の
期

間
除
雪
中
の
事
故
が
数
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

 

事
故
の
主
な
原
因
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の

転
落
や
落
雪
に
よ
る
事
故
で
す
。
ま
た
、
除
雪
機

で
作
業
中
の
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

雪
が
降
り
続
き
積
雪
が
多
く
な
っ
た
後
な
ど

は
、
特
に
事
故
が
起
き
や
す
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。 

             

こ
れ
ら
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
万
が
一
事
故
に
あ
っ
て
も

被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

雪
が
降
り
続
き
除
雪
す
る
こ
と
が
多
く
な
る

と
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
面
倒
だ
と
感
じ
る
と
思
い

ま
す
が
、
自
分
自
身
の
命
を 

守
る
た
め
事
前
に
準
備
し
、
事
故 

や
ケ
ガ
な
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
注
意
ポ
イ
ン
ト 

①
除
雪
を
す
る
際
は
家
の
人
、
近
所
の
人
に

声
を
か
け
て
か
ら
行
う
こ
と
。 

②
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
注
意
す
る
こ
と
。 

③
除
雪
機
の
雪
詰
ま
り
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て

か
ら
取
り
除
く
こ
と
。 

④
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、
は
し
ご
の
固
定
を
し

っ
か
り
と
し
命
綱
を
つ
け
る
こ
と
。 

⑤
除
雪
中
、
万
が
一
雪
に
埋
も
れ
て
も
居
場

所
が
分
か
る
よ
う
携
帯
電
話
を
持
っ
て
行

う
こ
と
。 

 

秋
の
火
災
予
防
運
動  

 



 

令
和
３
年
６
月

11
日
（
金
）
、
第

44
回

消
防
救
助
技
術
岩
手
県
大
会
が
矢
巾
町

に
あ
る
岩
手
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

当
消
防
組
合
か
ら
５
種
目
（

14
名
）
に

出
場
し
、
そ
の
内
の
２
種
目
（
２
名
）
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

☆
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過…

水
平
に
張

っ
た
ロ
ー
プ
を
２
種
類
の
方
法
で
、
往

復

40
メ
ー
ト
ル
を
渡
る
早
さ
を
競
う

競
技
で
す
。 

☆
は
し
ご
登
は
ん…

は
し
ご
の
前
で
命

綱
を
作
成
し
、
高
さ

15
メ
ー
ト
ル
を

か
け
登
る
早
さ
を
競
う
競
技
で
す
。 

 第
44
回
消
防
救
助
技
術
岩
手
県
大
会 

 
 

第
１
位 

 

   西和賀消防署 

消防士 古舘
ふるだて

 幸
ゆき

大
ひろ

 

 

 

                          

ヨコのかぎ 
① 消防の〇〇〇〇マーク(象徴)は雪の結晶が元となっていて制服や消防車にはこのマークが付

いています。 
② 家の周りには燃えやすいものを置かず、不審者の侵入を防ぐことも○○○の予防につながりま

す。 
③ 非常○○が聞こえたら『押さない、走らない、喋らない、戻らないを守って避難』が合言葉。 
④ 怖いのは『地震・カミナリ・○○・親父』 
⑤ 病気やケガをしたときはすぐに 119番通報をしてください。消防署にある白い車が駆け付けま

す。 
⑥ 高速道路脇など人工的に作られた斜面のことを○○めんといいます。漢字で書くと法面です。

斜面であるため火の広がりが速いです。草焼き注意。  
⑦ 消防の現場活動は火事・救急・救助と大きく○○て３つに分類され、事案によって出動する車

も異なります。 
⑧ 夕方５時に北上消防署から聞こえてくる曲は○○○○夜曲です。  
⑨ 風邪の予防にはこまめな手洗いと○○○が効果的。  
⑩ たき火や枯れ○○焼きをする際は水の入ったバケツ等を用意し、火が消えるまでその場を離れ

ないようにしてください。 
⑪ ○○ストーブを使っているご家庭は、煙突のお掃除もお忘れなく。  

タテのかぎ 
１ 初期消火に使用する道具。赤いタンクに黄色いピン

が目印です。 
２ 消防士は火災の時に空気〇〇〇を背負っていて煙

の中でも呼吸ができます。 
３ 消防士の必須アイテム。つなげて延ばし、遠くまで

水を送って放水します。 
４ 感染症予防のため定期的に窓を開けて空気の入れ

替えをすること。 
５ 人が住むための家のこと。 
６ 令和元年10月31日、沖縄県にある世界遺産〇〇〇城

が全焼。 
７ 北上地区消防組合は北上市と〇〇〇〇町に消防署

があります。 
８ 災害等で避難する時に『〇〇〇着のまま』にならな

いよう事前の準備をしておきましょう。 
９ 消防は夜にも火災予防の巡回を実施しています。そ

れを〇〇〇巡回と呼んでいます。 
10 台風や洪水等で川の水〇〇が増しているときは近

づいてはいけません。 
11 海水浴や水遊びのときは注意が必要です。救命胴衣

や○○わを準備し、大人の人と一緒に遊びましょう。 

    北上消防署 

消防士長 高橋
たかはし

 賢人
けんと

 

※出場予定であった全国大会は、新型コロナウイルス感染

症の状況を踏まえ、中止となりました。（開催地 :福岡県） 

★クロスワードの回答は最後のページにあるよ！！  

A～G の文字を当てはめて次の文章を完成させてください。 

 
『住宅用 設置は義務です！』
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⑪



結
成
か
ら

13
年
、
藤
根
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
、

長
年
に
わ
た
る
火
災
予
防
意
識
の
高
揚 

及
び
啓
発
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、 

岩
手
県
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
会
長 

か
ら
「
優
良
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰
」 

を
受
け
ま
し
た
。 

令
和
３
年
９
月
９
日
、
北
上
市
立
藤 

根
幼
稚
園
に
お
い
て
、
表
彰
状
の
伝
達 

式
を
行
い
、
防
火
の
意
識
を
更
に
高
め 

て
行
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。 

北
上
市
消
防
団
の
水
防
活
動
が
表
彰 

火
災
対
応
訓
練
・
は
し
ご
車
救
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た 

令
和
３
年
５
月

24
日
か
ら

28
日
に
渡
り
、
旧
北
上
済
生

会
病
院
を
使
用
し
た
災
害
想
定
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

火
災
を
想
定
し
た
訓
練
や
ド
ア
、 

壁
等
の
破
壊
訓
練
、
新
は
し
ご
車
の 

救
出
訓
練
な
ど
実
災
害
に
応
じ
た
訓 

練
を
実
施
で
き
ま
し
た
。 

本
訓
練
で
は
実
践
的
な
手
技
を
す 

る
こ
と
で
、
多
く
の
隊
員
が
共
通
認 

識
の
中
で
効
果
的
に
技
術
を
身
に
付 

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

しんぼる ほうか
よ ん ー ん
う べる す き
かじ し に
きゆうきゆうしや
う のり わけ

きたかみ うがい
くさ まき

藤根幼稚園幼年消防クラブの園児たち  

クロスワード回答 

≪

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
注
意
点≫

 

★回答  
 Ａ .か  

 Ｂ .さ  

 Ｃ .い  

 Ｄ .け  

 Ｅ .ほ  

 Ｆ .う  

 Ｇ .き  
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★
寝
室
と
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
上
部
（
１
階

の
階
段
は
除
く
）
に
設
置
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

★
台
所
や
す
べ
て
の
居
室
に
取
り
付
け
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

☆
壁
に
取
り
付
け
る
場
合
は
天
井
か
ら
15
～

50
㎝
以
内
に
し
ま
す
。 

☆
天
井
に
取
り
付
け
る
場
合
は
壁
か
ら
60
㎝

以
上
離
し
ま
す
。 

☆
天
井
に
は
り
が
あ
る
場
合
は
、
は
り
か
ら

60
㎝
以
上
離
し
て
取
り
付
け
ま
す
。 

☆
エ
ア
コ
ン
や
換
気
扇
の
吹
き
出
し
口
付
近

の
取
り
付
け
は
吹
き
出
し
口
か
ら
１
．
５
ｍ

以
上
離
し
て
下
さ
い
。 

☆
設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

     
『
ま
さ
か
！
』
の
火
事
。
設
置

に
よ
っ
て
助
か
る
命
が
あ
り

ま
す
！
火
事
は
決
し
て
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
‼ 

令
和
３
年
度
岩
手
県
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
会
長
表
彰 

藤
根
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が 

「
優
良
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰
」
を
受
賞 

令
和
２
年
７
月

28
日
、
北
上
市
で
大

雨
・
洪
水
警
報
が
発
令
と
な
り
、
１
時
間

雨
量
は
最
大
で
１
８
．
５
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
前
日
か
ら
の
総
雨
量
が
１
２
８
．
５

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
ま
し
た
。
北
上
川

は
男
山
観
測
所
に
お
い
て
水
位
が
最
大

３
．
９
６
メ
ー
ト
ル
に
な
り
避
難
判
断
水

位
に
達
し
、
複
数
の
河
川
敷
が
冠
水
し
ま

し
た
。 

北
上
市
消
防
団
は
延
べ

27
部
隊
・
１
５

０
人
が
出
動
し
、
河
川
流
域
の
巡
回
や
内

水
氾
濫
の
排
水
、
堤
防
へ
の
土
の
う
積
み

を
実
施
し
、
人
的
被
害
の
軽
減
の
た
め
活

動
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
か
ら
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
３
年
７
月

29
日
、
国
土
交
通
省 

か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た 

行
い
ま
し
たT

 

漏
水
の
噴
出
口
に
土
の
う
を
積
ん
で
水
を
た
め
、
漏

水
口
の
拡
大
を
防
ぐ
釜
段
工
を
作
成
す
る
消
防
団
員 

旧
北
上
済
生
会
病
院
で
訓
練
実
施
！ 

新はしご車での救出訓練  

☆
壁
に
取
り
付 

 

け
る
場
合 

☆
天
井
に
取
り
付
け
る
場
合 
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